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副腎皮質ステロイド剤を使っていますが，BCGの接種を行ってもよいでしょうか。

副腎皮質ステロイド剤の使用中（軟膏の局所的な塗布を除く）は，免疫が弱まっていることがあり

播種性BCG感染症を招くおそれがありますので，これらの薬剤を使っている時には接種を避けてください。

また，大量あるいは長期間使用したときには薬剤の中止後６カ月程度経ってから接種することが望ましいと

されています。

　その他，免疫抑制剤（シクロスポリン，タクロリムス，アザチオプリン等）を使用している場合も，接種

を避けてください。

BCGワクチンの「接種不適当者（予防接種を行うことが適当でない者）」の各項目の内

容について，説明してください。

添付文書に記載してある内容は，下記（添付文書の抜粋）のとおりです。

　主に予防接種法施行規則及び定期の予防接種実施要領に規定する内容です。４）については，免疫不全状

態の人には絶対にBCG接種をしないよう，特に注意を喚起するため加えてあります。

　１）明らかな発熱を呈している者

　２）重篤な急性疾患にかかっていることが明らかな者

　３）結核その他の予防接種，外傷等によるケロイドの認められる者

　４）免疫機能に異常のある疾患を有する者及び免疫抑制をきたす治療を受けている者

　５）結核の既往のある者

　６）上記に掲げる者のほか，予防接種を行うことが不適当な状態にある者

生後何カ月から接種するかの法的な規定は従来からありませんでしたが，長年，「新生児期は避け

生後３カ月から」とされてきました。

　BCG接種のもっとも重い副反応に全身性（播種性）BCG感染症がありますが，新生児や生後１～２カ月

児の場合，先天性免疫不全を有するかどうかの判断が困難であるため，免疫不全に気付かず接種をしてしま

い致命的な全身性BCG感染症を生じてしまう可能性があります。発展途上国等の結核高蔓延地域では，乳

児期早期に結核に罹患することの危険性が，先天性免疫不全児に接種してしまう危険性を上まわるため出生

直後にBCG接種が実施されています。

また，新生児では腋窩リンパ節腫大が高頻度（26％，全例排膿）に見られたという報告もあります。

ただし，家族内に結核患者がいるなどの感染の危険性の高い場合は，新生児への接種が必要となること

もあります。この場合は，免疫不全状態でないことの確認を含め健康状態を十分に確認してから接種するこ

とになります。

出生直後の赤ちゃんにBCG接種をすることは問題ありませんか。

師による医学的判断がなされ１歳に達するまでの期間にBCG接種が行われる場合については，法に基づく

定期接種ではないものの，保護者の希望により接種が行われます。その場合の費用負担は，法に基づくBCG

接種に準じて取り扱うことができ，万が一副反応が認められ，医薬品医療機器総合機構法に規定する医薬品

による副作用と認められた場合は，副作用救済給付が行われ，自治体が損害保険制度に加入する場合には，

その保険の給付対象となり得ます。


